
                    

令和３年度 養護老人ホーム長浜和公園事業報告書 

 

＜ 事業報告 ＞ 
 

当園の事業運営の基本方針である、集団生活における生活の場としての家庭的処遇

の向上と、地域に開かれた施設を目指して事業を展開することを基幹としてきた。  

  令和３年度は、新型コロナウイルス等、市中の感染状況等を見極め、感染拡大防止

策を講じた上で実施した。逆に、そのような状況だからこそ昨年に続き更に知恵をし

ぼり、新しく実施した事柄もあった。以下、項目ごとに報告する。 
 
（１） 研修報告 

  新型コロナウイルスのため、園外での研修参加が難しかったことや、個人で研修を

受け、それを全員に伝える方式に限界を感じていたため、園内研修に切り替えた。多様

な利用者の受入れから職員のストレスも増加し、知見を広めるために、臨床心理士の 

斎藤渉先生に講師を依頼し、定期的に研修を行った。利用者理解、自分理解にもつなが

り勉強しがいのある内容になっている。来年度も引き続き実施する予定である。 
 

月 日 研修名 場所 講 師 

５ ２５ 
介護士なら知っておきたい 

～利用者の爪切りの正しいやり方～ 和光園事務所 
サービス提供 

責任者 

６ ２５ 身体拘束廃止基本方針について 和光園事務所 主任生活相談員 

７ ２３ 自殺企図・自殺未遂者の心理と対応 和光園事務所 主任生活相談員 

８ ２５ 
感染対策のツボ 

高齢者介護施設における薬剤耐性菌対策 
和光園事務所 主任生活相談員 

９ ２４ こころのしくみと働きについて 和光園集会室 斎藤 渉先生 

１０ ８ 統合失調症について 和光園集会室 斎藤 渉先生 

１１ １９ 
統合失調症で要求の強い利用者への対応

と、それに伴う職員のストレス軽減方法 
和光園集会室 斎藤 渉先生 

１１ ２５ 身体拘束予防ガイドライン 和光園事務室 主任生活相談員 

１２ １７ 患者と看護師の関係の構築 和光園集会室 斎藤 渉先生 

１ ２５ 障がいについて 和光園事務室 主任生活相談員 

２ １８ 
事例研究 

ケースを理解するための大事なポイント 
和光園集会室 斎藤 渉先生 

３ １１ こころと身体をリラックス 和光園集会室 斎藤 渉先生 
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（２） 行事実施報告 

 

行   事 月  日 備   考 

第５１回 開園記念日 ４月１日  

春の遠遊会 ４月１日～５月初め 各棟で外出・アイスクリーム 

甘茶 ４月８日 集会室で法要後に実施 

春・夏物 衣料展示販売 ５月２４日  

笹巻＆お抹茶 ５月２５日 悪天候のため中庭中止。各棟で。 

さつま芋の苗植え ６月１４日 ５００本。 

近隣ピック ６月１６日  

避難訓練 ６月２５日 長浜分団の参加なしで実施。 

バイキング祭 ７月１日  

ぶどう狩り ７月中旬～  

オリンピック・聖火トーチ ７月３０日～ 地元走者青木様の聖火トーチ 

盆法要・盆団子 ８月１１日  

敬老祝賀会 ９月２０日 午後カラオケ 9/28大判焼き 

彼岸法要 ９月２４日 おはぎ 

さつま芋掘り １０月１０日  

味覚市 １０月１９日  

秋の衣料展示販売 １１月１０日  

討ち入りそば １２月８日  

サロンクリスマス会 １２月２４日 ケーキ＆カラオケ 

新年茶会 １月１日 お抹茶＆お菓子 

新年祝賀会 １月７日  

節分法要・節分豆まき ２月３日  

彼岸法要 ３月１９日  

消防避難訓練 ３月２５日 入所者・職員のみで実施 

月例法要 毎月１日  

てごね 毎月１回 陶芸 

華生会 毎月１回 生け花 

てらとこや（理容） 毎月２回 市況感染状況を見て実施 

サロン 厨房シフトによる たい焼き・たこ焼き等多彩なﾒﾆｭｰ 

高橋酒店（菓子販売） 毎月２回（隔週） 市況感染状況を見て実施 

まるいと（果物販売） 毎月２回（隔週） 市況感染状況を見て実施 
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（３） 園外参加活動 

 

  新型コロナウイルス等感染拡大防止策のため、園外参加活動は全て中止とした。 

 

（４） 施設の社会化事業 

 

  家庭的処遇を求める一方、地域においては施設の社会化を推進する事が、我々に 

課せられた重大な責務と考え、毎年、試行錯誤を繰り返しながら各種の事業を実施

してきたが、新型コロナウイルス等感染拡大防止のため積極的な事業実施すること

が出来なかった。しかし、地域の方々が和光園のことを心配して下さったり、励ま

してくださった１年であった。地域に根差した施設と感じることが出来た１年でも

あった。 

   

◎ 情報の提供 

＜ホームページ＞ 

 ホームページを開設し、長浜和光園の情報が提供出来るよう整備継続中。 

  ＜機関誌の発行＞ 

 施設機関誌『長浜和光園』を２回（第 68号・第 69号）発行した。 

 

◎ 地域からの寄贈 

＊９/１６（木）ますやみそ様より敬老の日お味噌 

＊９/１７（金）島根県立東部高等技術校美容科生徒様より敬老の日絵はがき 

＊９/１７（金）だいきん冷蔵様より敬老の日クッキー 

＊９/１８（土）まるいと様より果物 

＊９/１９（日）てらとこや様より彼岸のお花 

＊10/１２（火）川村様より柿 

＊10/２１（木）川跡在住・矢田様より作業ズボン４着 

＊10/３１（日）近隣在住・井上様より金木犀 

 ＊３/１１（金）近隣在住・井上様より寒緋桜 

    

（５） 報道機関への情報提供 

 

  令和３年度もコロナ禍のため、報道機関へ取材依頼は実施しなかったが、情報提供

は行い、以下の３点が新聞に掲載された。 

   ＊８/５（木） 地元の方からオリンピック聖火トーチ貸し出し（島根日日新聞） 

   ＊９/３０（木）東部高等技術校美容科から絵手紙（島根日日新聞） 

   ＊12/１０（金）和光園風・討ち入りそば（島根日日新聞） 

 

 

（６） 健康管理、及び衛生管理 

 

  日常の健康度を入所者・職員ともにチェックし、生活習慣病の予防に心がけた。 

  令和３年度も引き続き、新型コロナウイルス等感染症拡大防止策を重点的に実施。 

  面会や不要な外出を禁止するなど、入所者・職員ともに引き続き心理的にもストレ

スのかかる生活となった。身体・心理両面からの健康を守るた、更に工夫を凝らし

た１年であった。 

 

① 入所者のバイタルチェックは、定期的に行った。 

② 嘱託医による入所者の健康診断は、第１回目は７～１０月で実施。第２回目は、

２月～３月で実施。 
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③ 結核検診車による検査は、１０月２６日実施。 

④ ノロウィルス対策としては、蔓延防止として園内各所へノロウィルス対策グッズ 

をおき、園内研修も行った。ジアノック消毒液、食堂入り口にソリューション  

ウォーター・噴霧器１台と厨房にも１台設置し、１年を通して使用している。 

⑤ インフルエンザ予防対策としては、１０月１８日より嘱託医による予防接種を実

施。外出・面会の規制、手洗い・うがいの徹底を図った。 

流行期には、体調チェック表で職員・入所者全員の体調管理を徹底した。また、

来園者・業者の方にも玄関先の手洗い場にて、手洗い、手指消毒、マスクの着用 

をお願いした。生ものの購入や差し入れについては、入所者や身元引受人へ通知

し、控えて頂くようにお願いした。 

職員やその家族が発症した時は、出勤を禁止し、外部からの感染を限りなく防ぐ 

対策をとる体制にすることを職場全体で確認した。発症後は、医療機関を受診し、

医師の出勤許可が出てから職場復帰とした。 

⑥ 耳鼻科検診は、７月２７日(火)打田耳鼻科医院 打田理成院長に来園頂き実施。

今年度も、新型コロナウイルス対策のため集会室で行った。 

⑦ 職員の健康診断は年１回実施。（宿直職員は９月と２月の年２回実施した。診断 

結果を基に一人ずつ、看護師より指導も実施した。 

⑧ 新型コロナウイルス対策として、各措置機関、医療機関、社協等と連携し、情報   

を共有しながら、感染拡大防止策を講じた。 

不要不急の外出の禁止、面会禁止、手洗い・うがい・アルコール手指消毒、マス

ク着用、体温測定、定期的な換気、３密（密閉空間・密集場所・密接場面）の    

禁止、定期的なドアノブ等の消毒、業者からの納品物玄関受取り、来園者全ての

記録・体温測定等を実施した。 

 ⑨ 食堂での食事時の机の配置や、人数制限をするなど新型コロナウイルス対策を実

施した。 

 

 

（７）災害対策 

 

  今年度も２回消防避難訓練を実施したが、新型コロナウイルス等感染症拡大防止の

ため、第１回・第２回とも入所者・職員と山陰防災電機で実施した。 

 

① 避難訓練 

＊第１回 ６月２５日(金)【総合訓練・夜間想定】 

＊第２回 ３月２５日(金)【総合訓練・夜間想定】 

 

② 防火委員会 

＊各回の避難訓練実施終了後に実施。 
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（８）実施機関及び出身地一覧表         （令和４年３月３１日現在） 

 

実施機関 男 女  計（人） 

出雲市 

（旧出雲市） 

 

１１ 

 

１７ 

 

２８ 

 

（平田町） 

 

３ 

 

７ 

 

１０ 

 

（湖陵町） 

 

２ 

 

０ 

 

２ 

 

（大社町） 

 

２ 

 

９ 

 

１１ 

 

（多伎町） 

 

１ 

 

０ 

 

１ 

 

（佐田町） 

 

２ 

 

  １ 

 

３ 

 

（斐川町） 

 

１ 

 

   ５ 

 

６ 

雲南市 ０    ２ ２ 

飯南町 ０    １ １ 

奥出雲町 ０    １ １ 

 

  計（人） 

 

２２ 

 

４２ 

 

６５ 

 

 

（１０）利用者の年齢階層             （令和４年３月３１日現在） 

 

歳 

65 以下 66～70 71～75 76～80 81～85 86～90  91～95 

    

 

96～100 

 

101～ 計（人） 

男 ０ ７ ２ ８ ３ １ １ 
 

０ ０ ２２ 

女 ０ ２ ９ ３ ９ １２ ８ 
 

０ ０ ４３ 

計 ０ ９ １１ １１ １２ １３ ９ 
 

０ ０ ６５ 
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（１１）年金受給状況              （令和４年３月３１日現在） 

 

 
国 民 ・ 厚 生 障 害 恩 給 遺 族 その他 計(人) 

男 １６ ２ ０ ０ ５ ２３ 

女 ３５ ７ ０ ５ ４ ５１ 

計（人） ５１ ９ ０ ５ ９ ７４ 

※複数の年受給者あり 

※無年金者    名 

 

 

（１２）入所者の預り金の状況          （令和４年３月３１日現在） 

 

入所者数 

（ 人 ） 

預り人数 

（A） 

預り金総額 

（B） 

 

一人当たりの 

預り金（A/B） 

個  人  別 

最 高 額 最 低 額 

 

 

 ６５人 

現 金 保 管 

     ０人 

    千円 

 ０ 

    千円 

       ０ 

   千円 

０ 

 

   千 円 

     ０ 

通帳、証書保管 
     ０人 

    千円 
      ０ 

    千円 
      ０ 

   千円 

     ０ 

   千 円 
      ０ 

 

 

（１３）無年金者      （令和４年３月３１日現在） 

 

 

性別 
無年金者 

男 ３ 

女 １ 

計（人） ４ 

 

 

（１４）医療扶助受給状況  （令和４年３月３１日現在） 

 

 

性別 
医療受給者 

男 ２ 

女 １ 

計（人） ３ 
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（１５）老人施設入所者負担金（毎月納入額）  （令和４年３月３１日現在） 

 

利用者負担金額（月額・円） 男性 女性 計（人） 

      ０ ～  ５，０００   ４ ３ ７ 

  ５，００１ ～ １０，０００ ０   ２ ２ 

１０，００１ ～ ２０，０００ １   ４ ５ 

 ２０，００１ ～ ３０，０００ ４ ４ ８ 

３０，００１ ～ ４０，０００ ４ ９ １３ 

４０，００１ ～ ５０，０００ ２ １４ １６ 

５０，００１ ～ ６０，０００ １ ３ ４ 

６０，００１ ～ ７０，０００ ４ ３ ７ 

    ７０，００１ ～ 以   上  ２ １ ３ 

計（人） ２２ ４３ ６５ 

 


